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ポリオウイルス
(Poliovirus [PV], Enterovirus C種)

伝播の仕方：
ヒトの腸管で増殖し、糞便-経口感染により、
伝播する。

毒性の強さ：
感染者の0.1~1%に麻痺を生じる。

毒性の発症機序：
腸管で増殖→血中→脊髄→運動神経を破
壊し、弛緩性の麻痺を生じる。

感染動物モデル：

サルおよびヒトポリオウイルスレセプターを
発現したトランスジェニックマウス
（TgPVR21マウス）。

予防および治療法：
ワクチンあり。
治療法は確立されていない。

ポリオウイルス粒子の電顕像
（強毒Mahoney株）

ポリオウイルス感染による小児麻痺



野生型ポリオ流行国と症例数

ポリオ症例の分布 (2021年1月～2022年1月)

野生株1型ポリオ症例 ワクチン株由来ポリオ症例

1988年
>35万症例, 125カ国

2021年
5症例, 2カ国
(ワクチン由来株ポリオ602症例）

世界ポリオ根絶計画(1988-)の現状



世界のポリオラボ

Web site：
https://www.csis.org/features/polio-labs

Diop et al., 2017. J Infect Dis

16

7

123

As of 2020: 
In 92 countries, 146 labs.

As of 2020:

https://www.csis.org/features/polio-labs


世界ポリオ根絶計画における実験室診断
‒ 西太平洋地域の実験室ネットワークを担当

国内ポリオサーベイランスと実験室診断
‒ 小児麻痺（二類感染症としての報告）
‒ ワクチン関連麻痺サーベイランス
‒ 感染症流行予測調査事業

エンテロウイルスサーベイランスと実験室診断 (国内外)
‒ 無菌性髄膜炎、手足口病、ヘルパンギーナ、等 (国内)
‒ エンテロウイルス71 (国内外)

ポリオウイルス・エンテロウイルスに関する基礎的研究
‒ 病原性発現の分子的基盤の研究

国立感染症研究所 ウイルス第二部 第二室
WHO Global Specialized Polio Laboratory 
WHO Enterovirus Collaborating Center

CCDC 

VIDRL 

NIID 
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NIH 
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L. Pasteur 
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WPR Polio Laboratory Network 

Population: 1.6 billion 
Countries/areas: 37 

The 2nd  Workshop on Laboratory Surveillance for Vaccine Preventable Diseases in the Western Pacific Region 
February 22-23, 2010�

現在、カンボジアとラオスにおけ
るAFP症例の便検体を受け取っ
て、ポリオウイルス分離検査を行
なっている。



ポリオサーベイランス1

〜ポリオウイルスの分離〜

RDおよびL20Bでよく
増えるウイルスが分
離された場合には、
リアルタイムRT-PCR
によるポリオウイル
ス同定およびゲノム
配列の解析を行う。

急性弛緩性
麻痺患者の

便検体

5 days 5 days

200 uL /

チューブ

：現在、WHOでは、培養細胞を用いずにPVを分離同定する直接法の開発
も進められている。



QA: Cell sensitivity test
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QC: PT for virus isolation

Virus isolation (New algorithm)
• Fully implemented from Jan 2010  
• JICA training course JFY2010 (new algorithm + PNT)
• Virus isolation PT from 2010 (new algorithm)
• Introduce tube culture from 2014 
• Virus isolation PT2020; 95%

Real-time PCR ITD
• Fully implemented from Jan 2010  
• All PV1 isolates (Lao and PNG) are finally identified by VP1 sequencing
• Real-time PCR PT from 2010
• Update to ver. 5.1 
• Real-time ITD/VDPV PT2020; 100%

Sequencing standardization and PT
• Introduction of CDC SOP and standardization 2012-2013
• Sequence PT from 2013 
• Sequence PT2014 (trouble shooting workshop at CDC, July 2015)
• Sequence PT2020; 100%



日本のAFPサーベイにおけるポリオウイルス否定試験の位置づけ

1. ポリオ（小児麻痺）は２類感染症であり、5類感染症であるAFP（急性弛緩
性麻痺）と区別して対応する必要がある。そのための鑑別として、ポリオ
ウイルス否定試験が必要とされている。行政的な必要性がある。

2. ただし、後述のように、日本のように不活化ポリオワクチンの接種率の
高い国では、ポリオウイルスの感染が生じたとしても、ポリオ（小児麻痺）
自体は全く発生しない可能性が高い。

参考：
現時点の日本でAFP（急性弛緩性麻痺）からポリオウイルスが見つかる状況
として、ポリオ発生国からの渡航者もしくは生ワクチンの接種者の可能性が
想定されている。
https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcwideareaspecificinfo_2021C141.html

https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcwideareaspecificinfo_2021C141.html


イスラエルにおける野生型ポリオ流行(2013-2014)

参考文献：
Brouwer et al., Epidemiology of the silent polio outbreak in 
Rahat, Israel, based on  modeling of environmental 
surveillance data, 2018, PNAS

環境サーベイで野生型ポリオが検出されるも、
AFP症例は0件だった。9歳以下の子供を対象と
した全国的な生ワクチンの接種により流行は収
束した。

参考文献：
Anis et al., Insidiou reintroduction of wild poliovirus into 
Israel, 2013, 2013, Eurosurveillance

隣接するエジプトから遊牧民の子供間の
流行を介して、野生株ポリオが侵入した
と考えられている。環境サーベイで、ほぼ
全土から野生型ポリオが検出された。



【地⽅衛⽣研究所/地⽅感染症情報センター】
＜検体受理から国⽴感染症研究所への検体送付について＞

＜国⽴感染症研究所での結果判定後＞
●結果が国⽴感染症研究所から送付されたら、検体送付元の保健所へ報告

●保健所や医療機関からの検体受理
●国⽴感染症研究所への便検査1回⽬・便検査2回⽬の送付
（ポリオウイルス検査のため全症例の便検体を国⽴感染症研究所ウイルス第２部第２室（村⼭庁舎）に送付する
こと。）

＜ポリオウイルス検査について＞
●ポリオウイルス検査のために、検体の情報をエクセルシート（※添付）に記⼊し、便検体を⼩分けして（各々

2 g程度）、国⽴感染症研究所ウイルス第２部第２室（村⼭庁舎）へ⾏政検査を依頼
●残りの便検体は、地⽅衛⽣研究所での検査に使⽤

＜ポリオウイルス検査以外の検査について＞
●エンテロウイルスD68、A71（EV）等の病原体検査を実施
●地⽅衛⽣研究所におけるEVの検査によりポリオウイルス(遺伝⼦を含む)が検出された場合、直ちに厚⽣労働省
及び保健所に連絡し、確認検査のため国⽴感染症研究所ウイルス第２部第２室（村⼭庁舎）に⾏政検査を依頼

●病原体の同定ができない検体に関しては、さらなる検索を国⽴感染症研究所感染症疫学センター第８室（⼾⼭
庁舎）に相談可

村⼭庁舎︓〒208-0011 東京都武蔵村⼭市学園4-7-1 電話番号: 042-561-0771
⼾⼭庁舎︓〒162-8640 東京都新宿区⼾⼭1-23-1 電話番号:03-5285-1111

感染研におけるポリオウイルス否定試験について



症例情報 便検体情報

地衛研で割り当てた検体番号 急性弛緩性麻痺（AFP)
の発症日

1回目の
検体

2回目の
検体 便検体の採取日

地衛研で割り当てた
検体番号

（以下記入例）

急性弛緩性麻痺（AFP)
の発症日

DD/MM/YY
（以下記入例）

1回目に
採取した
検体
（以下記
入例）

2回目に
採取した
検体（以
下記入
例）

便検体の採取日
DD/MM/YY
（以下記入例）

Lao-2020-08-006 ここは記入不要 22/03/2020 ここは記入不要 レ 24/03/2020 ここは記入不要 ここは記入不要 ここは記入不要 ここは記入不要 ここは記入不要

Lao-2020-08-007 ここは記入不要 ここは記入不要 レ 26/03/2020 ここは記入不要 ここは記入不要 ここは記入不要 ここは記入不要 ここは記入不要

便検体情報を⼊れたエクセルシートの例



感染研でのポリオ否定試験について補足

1. 検査依頼は、メールで頂けると、よりスムーズに対応できます。

メール宛先：有田 峰太郎
メールアドレス：minetaro@nih.go.jp

2. 便検体は、各々の便について2 g程度づつの送付でお願いします。
（過剰量の便は、検査には用いず不必要であるため）



感染研における2021年の検査状況
（2021.8月から12月。計8症例）

REPORTED AFP CASE STOOL SAMPLE LABORATORY RESULT DATE OF

CASE ID NO. NAME DATE ONSET LAB NUMBER 1ST 2ND DATE COLLECTED DATE RECEIVED CONDITION ON RESULT DATE OF REPORTED TO
PARALYSIS IN LAB. ARRIVAL RESULT NATIONAL EPI

9999 9999 30/06/2021 J-21-1 レ 01/07/2021 12/8/2021 good Negative 2021/8/23 2021/8/24
9999 9999 30/06/2021 J-21-2 レ 4/07/2021 12/8/2021 good Negative 2021/8/23 2021/8/24
9999 9999 30/06/2021 J-21-3 レ 20/07/2021 12/8/2021 good Negative 2021/8/23 2021/8/24
9999 9999 03/09/2021 J-21-4 レ 09/09/2021 06/10/2021 good Negative 18/10/2021 18/10/2021
9999 9999 03/09/2021 J-21-5 レ 12/09/2021 06/10/2021 good Negative 18/10/2021 18/10/2021

9999 9999 05/10/2021 J-21-6 レ 06/10/2021 13/10/2021
Swab

(Inappropriate 
sample)

Negative 25/10/2021 25/10/2021

9999 9999 05/10/2021 J-21-7 レ 07/10/2021 13/10/2021
Swab

(Inappropriate 
sample)

Negative 25/10/2021 25/10/2021

9999 9999 04/10/2021 J-21-8 レ 19/10/2021 27/10/2021 good Negative 8/11/2021 8/11/2021
9999 9999 04/10/2021 J-21-9 レ 20/10/2021 27/10/2021 good Negative 8/11/2021 8/11/2021

9999 9999 24/10/2021 J-21-10 レ 27/10/2021 5/11/2021
Swab

(Inappropriate 
sample)

Negative 15/11/2021 16/11/2021

9999 9999 24/10/2021 J-21-11 レ 28/10/2021 5/11/2021
Swab

(Inappropriate 
sample)

Negative 15/11/2021 16/11/2021

9999 9999 03/11/2021 J-21-12 レ 05/11/2021 11/11/2021 Good Negative 22/11/2021 22/11/2021
9999 9999 03/11/2021 J-21-13 レ 08/11/2021 11/11/2021 Good Negative 22/11/2021 22/11/2021

9999 9999 08/10/2021 J-21-14 レ 11/10/2021 17/11/2021
Stool emulsion
(Inappropriate 

sample)
Negative 29/11/2021 29/11/2021

現時点までの全ての検体で、細胞に接種後、CPEは観察されていない。
エンテロウイルスおよびポリオウイルス陰性だった。


